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ゼミ活動報告 

「小林製薬訪問」 

小松 千織 

 

 10 月 4 日(水)、ゼミが終わってから先生と 5、6 期生皆で小林製薬を訪問しました。夏

から企業研究をしてきた小林製薬に、実際に赴いて話を聞くということでとても緊張して

いました。お話は、IR グループ長の木村さんに伺いまし

た。まず、木村さんから小林製薬の事業内容、企業文

化、木村さんのお仕事についてのお話がありました。木

村さんのお仕事の話の中で、投資家が今気になっている

話題について教えていただきました。学生であるわたし

たちにはなかなか知る機会がないので、貴重で新鮮なも

のでした。 

そして、わたしたちが企業分析をしてきた中で疑問に

思った点、分からなかった点について質問しました。と

ても分かりやすく教えてくださり、答えの中には予想外

なものだったり、1 つの答えで他の疑問点も一気に解決

したりすることもありました。また、私たちはミーティ

ングアジェンダを作成するにあたって、なかなか思い切

った質問を盛り込むことができずにいました。そこで各

自じっくりと考えて素直に感じる疑問点を挙げました。その成果もあって先生にいくつか

良い質問だと褒められて嬉しかったです。改めて向き合ったことによって新たな小林製薬

の魅力にも気づきました。これから CORE や三商大に向けて忙しくなってきますが、時間

に慌ててじっくり考えることを忘れたりしないように意識していこうと思います。 

最後の質疑応答の時間には、ファミリー企業や各自気になっていることについて伺いま

した。印象的だったのは、CM のへのこだわりです。CMには、とにかく「わかりやす

さ」を追求している小林製薬ならではのアイディアが盛り込まれていました。CMからも

企業の方針や企業理念が見えてくるのだと思うと、これから CM の見方・感じ方が変わっ

ていきそうです。 

質疑応答は非常に盛り上がり、時間ぎりぎり

まで続きました。皆小林製薬に魅了され、終

始わくわくしていました。最後に木村さんと

皆で、熱さまシートのキャラクター 熱さま

くんを囲んで記念撮影をしました。木村さ

ん、この度はお忙しい中本当にありがとうご

ざいました。  


